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通信（NTT）における電柱維持管理の運用

• 画像MMS、レーザMMSを用いた面的な設備点検を実施し、電柱のひびやたわみなど、点検項目に基づいた設備健
全性を確認

電柱等のひび、錆びを画像で診断（画像MMS）

電柱のひび電柱のひび 金物の錆び金物の錆び

画像MMS（高精細画像） 画像イメージ

点群をモデリング化・電柱のたわみを診断（レーザMMS）レーザMMS（3D点群データ）
点群イメージ

①車載レーザ・カメラによる
設備データ収集（面的走行）

③必要な設備は現地精密点検②取得データを診断
（AI活用）

点検内容 選択肢 点検内容 選択肢

CP_1_死角 有：□ 支線_1_【システム判定】高防食タイプ 有：□

CP_2_斜めひび割れ 有：□ 支線_2_【システム判定】非高防食タイプ 有：□

CP_3_横ひび割れ 有：□ 支線_3_【高防食】【システム判定】塩害・琉害地域 有：□

CP_4_車両による電柱損傷 有：□ 支線_4_【高防食】【システム判定】建設20年以内 有：□

CP_5_【4】有の場合_道路形態該当 有：□ 支線_5_支線ガード設置不良 有：□

CP_6_【5】有の場合_設置場所該当 有：□ 支線_6_支線断線 有：□

CP_7_縦ひび割れ 有：□ 支線_7_上部支線緩み 有：□

CP_8_縮緬状・亀甲状ひび 有：□ 支線_8_上部支線腐食 有：□

CP_9_赤錆しみ出し 有：□ 支線_9_玉ガイシ不良 有：□

CP_10_コンクリート浮き 有：□ 支線_10_下部支線不良（浮き上がり） 有：□

CP_11_鉄筋露出 有：□ 支線_11_支線地際部の塗装不良 有：□

CP_12_頭部劣化 有：□ 支線_12_支線と他社設備が接触 有：□

CP_13_型枠合わせ目開き 有：□ 支線_13_歩道等で歩行者に危害を与え得る環境（市街地、住宅地等） 有：□

CP_14_【システム判定】塩害・琉害地域 有：□ 支線_14_【システム判定】管理対象柱、新鋼棒柱（日本高圧）の支線 有：□

CP_15_【システム判定】一般地域 有：□ 支線_15_長スパンの支線（カテナリ区間） 有：□

CP_16_【システム判定】建設10年以内 有：□ 支線_16_道路横断直近の支線 有：□

CP_17_【システム判定】建設20年以内 有：□ 支線_17_【高防食】一般地域設置で支線ガード本体の地際が見えない 有：□

CP_18_歩行者に危害を与える環境 有：□ 支線_18_【非高防食】水辺エリア（水田等）に設置している 有：□

CP_19_写真判定不可（逆光） 有：□ 支線_19_【非高防食】湿潤環境エリア（草むら、用水路際等）に設置している 有：□

CP_20_写真判定不可（光量不足） 有：□ 支線_20_写真判定不可（逆光） 有：□

CP_21_対象柱発見出来ず 有：□ 支線_21_写真判定不可（光量不足） 有：□

CP_99_現地点検必要有無 有：□ 支線_22_対象発見出来ず 有：□

SP_1_死角 有：□ 支線_99_現地点検必要有無 有：□

SP_2_【システム判定】廃止物品である 有：□ 支柱_1_死角 有：□

SP_3_【システム判定】塩害・琉害地域 有：□ 支柱_2_斜めひび割れ 有：□

SP_4_【システム判定】一般地域 有：□ 支柱_3_横ひび割れ 有：□

SP_5_【システム判定】建設10年以内 有：□ 支柱_4_車両による電柱損傷 有：□

SP_6_【システム判定】建設20年以内 有：□ 支柱_5_【4】有の場合_道路形態該当 有：□

SP_7_地際腐食 有：□ 支柱_6_【5】有の場合_設置場所該当 有：□

SP_8_損傷・へこみ 有：□ 支柱_7_縦ひび割れ 有：□

SP_9_張り紙防止シートに凸凹または腐食（シート上端部） 有：□ 支柱_8_縮緬状・亀甲状ひび 有：□

SP_10_UC塗膜に凸凹または腐食 有：□ 支柱_9_赤錆しみ出し 有：□

SP_11_粉体UC塗膜はがれ 有：□ 支柱_10_コンクリート浮き 有：□

SP_12_傾斜・沈下 有：□ 支柱_11_鉄筋露出 有：□

SP_13_埋設深度不足 有：□ 支柱_12_頭部劣化 有：□

SP_14_不平衡荷重 有：□ 支柱_13_型枠合わせ目開き 有：□

SP_15_地際以外の腐食 有：□ 支柱_14_【システム判定】塩害・琉害地域 有：□

SP_16_写真判定不可（逆光） 有：□ 支柱_15_【システム判定】一般地域 有：□

SP_17_写真判定不可（光量不足） 有：□ 支柱_16_【システム判定】建設10年以内 有：□

SP_18_対象柱発見出来ず 有：□ 支柱_17_【システム判定】建設20年以内 有：□

SP_99_現地点検必要有無 有：□ 支柱_18_歩行者に危害を与える環境 有：□

点検内容 選択肢 点検内容 選択肢

CP_1_死角 有：□ 支線_1_【システム判定】高防食タイプ 有：□

CP_2_斜めひび割れ 有：□ 支線_2_【システム判定】非高防食タイプ 有：□

CP_3_横ひび割れ 有：□ 支線_3_【高防食】【システム判定】塩害・琉害地域 有：□

CP_4_車両による電柱損傷 有：□ 支線_4_【高防食】【システム判定】建設20年以内 有：□

CP_5_【4】有の場合_道路形態該当 有：□ 支線_5_支線ガード設置不良 有：□

CP_6_【5】有の場合_設置場所該当 有：□ 支線_6_支線断線 有：□

CP_7_縦ひび割れ 有：□ 支線_7_上部支線緩み 有：□

CP_8_縮緬状・亀甲状ひび 有：□ 支線_8_上部支線腐食 有：□

CP_9_赤錆しみ出し 有：□ 支線_9_玉ガイシ不良 有：□

CP_10_コンクリート浮き 有：□ 支線_10_下部支線不良（浮き上がり） 有：□

CP_11_鉄筋露出 有：□ 支線_11_支線地際部の塗装不良 有：□

CP_12_頭部劣化 有：□ 支線_12_支線と他社設備が接触 有：□

CP_13_型枠合わせ目開き 有：□ 支線_13_歩道等で歩行者に危害を与え得る環境（市街地、住宅地等） 有：□

CP_14_【システム判定】塩害・琉害地域 有：□ 支線_14_【システム判定】管理対象柱、新鋼棒柱（日本高圧）の支線 有：□

CP_15_【システム判定】一般地域 有：□ 支線_15_長スパンの支線（カテナリ区間） 有：□

CP_16_【システム判定】建設10年以内 有：□ 支線_16_道路横断直近の支線 有：□

CP_17_【システム判定】建設20年以内 有：□ 支線_17_【高防食】一般地域設置で支線ガード本体の地際が見えない 有：□

CP_18_歩行者に危害を与える環境 有：□ 支線_18_【非高防食】水辺エリア（水田等）に設置している 有：□

CP_19_写真判定不可（逆光） 有：□ 支線_19_【非高防食】湿潤環境エリア（草むら、用水路際等）に設置している 有：□

CP_20_写真判定不可（光量不足） 有：□ 支線_20_写真判定不可（逆光） 有：□

CP_21_対象柱発見出来ず 有：□ 支線_21_写真判定不可（光量不足） 有：□

CP_99_現地点検必要有無 有：□ 支線_22_対象発見出来ず 有：□

SP_1_死角 有：□ 支線_99_現地点検必要有無 有：□

SP_2_【システム判定】廃止物品である 有：□ 支柱_1_死角 有：□

SP_3_【システム判定】塩害・琉害地域 有：□ 支柱_2_斜めひび割れ 有：□

SP_4_【システム判定】一般地域 有：□ 支柱_3_横ひび割れ 有：□

SP_5_【システム判定】建設10年以内 有：□ 支柱_4_車両による電柱損傷 有：□

SP_6_【システム判定】建設20年以内 有：□ 支柱_5_【4】有の場合_道路形態該当 有：□

SP_7_地際腐食 有：□ 支柱_6_【5】有の場合_設置場所該当 有：□

SP_8_損傷・へこみ 有：□ 支柱_7_縦ひび割れ 有：□

SP_9_張り紙防止シートに凸凹または腐食（シート上端部） 有：□ 支柱_8_縮緬状・亀甲状ひび 有：□

SP_10_UC塗膜に凸凹または腐食 有：□ 支柱_9_赤錆しみ出し 有：□

SP_11_粉体UC塗膜はがれ 有：□ 支柱_10_コンクリート浮き 有：□

SP_12_傾斜・沈下 有：□ 支柱_11_鉄筋露出 有：□

SP_13_埋設深度不足 有：□ 支柱_12_頭部劣化 有：□

SP_14_不平衡荷重 有：□ 支柱_13_型枠合わせ目開き 有：□

SP_15_地際以外の腐食 有：□ 支柱_14_【システム判定】塩害・琉害地域 有：□

SP_16_写真判定不可（逆光） 有：□ 支柱_15_【システム判定】一般地域 有：□

SP_17_写真判定不可（光量不足） 有：□ 支柱_16_【システム判定】建設10年以内 有：□

SP_18_対象柱発見出来ず 有：□ 支柱_17_【システム判定】建設20年以内 有：□

SP_99_現地点検必要有無 有：□ 支柱_18_歩行者に危害を与える環境 有：□

点群データから電柱をモデリング点群データから電柱をモデリング

MMS（モービル・マッピング・システム）：車両に各種の計測器を搭載し、移動しながら画像・点群データを取得する

①車載レーザ・カメラによる設備データ収集 ②取得データを診断（AI活用）

※レーザMMSは西日本は未導入
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通信（NTT）における電柱更改の運用

• 設備点検結果から不良度合いを判定し、一定の基準を満たした電柱を更改
• 不良度合に基づく更改のため、面的更改ではなく、更改電柱は点在 （劣化設備への経営資源の効果的投入）

①更改対象となる不良度合い（例）

＜コンクリート柱＞
・ 屈曲しているもの
・ 電柱本体に一定以上のヒビ幅が発生し、かつ、
ケーブル・支持体により不平衡な状態となっているもの。

＜鋼管柱＞
・ 電柱本体に腐食による穴あき、または一定以上の減肉が
みられるもの

②更改電柱の場所 （2024年度）

屈曲 ひび割れ

穴あき

面ではなく、点在

兵庫県 西宮市

東京都 江戸川区

： 更改電柱

： 既設NTT電柱

凡例
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通信（NTT）における単独地中化の推進

• 通信ネットワークの耐災害性強化に向けて、中継網等の重要回線や災害により複数回被災しているエリアについて、
優先的に単独地中化を実施。

【直近の単独地中化の実施状況】

実施都道府県 実施場所

岩手 本寺エリア付近

山形 天魄山エリア、朝日エリア付近

千葉 冨浦エリア、平久里エリア、松戸エリア付近

岐阜
白川エリア、馬瀬エリア、美濃坂下、岐阜川辺、
根尾エリア付近

京都 鞍馬エリア付近

和歌山 串本エリア付近

福岡 高木エリア付近

大分 鯛生エリア、津江エリア付近

熊本 東陽エリア、一の宮、日奈久エリア付近

鹿児島 喜界島エリア付近

沖縄 伊江島エリア付近

項目 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 合計

路線数 2路線 ５路線 5路線 4路線 4路線 20路線

整備距離
(着工ベース)

6.1km 4.9km 7.8km 7.5km 2.5km 28.8km

整備距離
(完成ベース)

6.1km 4.9km 7.8km 7.5km 施工中 26.3km

対災害性強化の観点から地中化が必要なルートについて、
毎年の予算状況に応じて単独地中化を実施。
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（参考）単独地中化の実施事例①

＜山間部での架空設備設置状況＞＜単独地中化着手箇所＞

• 2019年の台風で被災した本ルートについて、山間部により復旧に時間を要したため、今後同様の被災を想定
して、単独地中化に着手（2024年度２工区）

※東京電力との共同施工。

平久里交換センタ

今回実施範囲

管路新設0.4ｋｍ

2025.02.25_無電柱化推進のあり方検討委員会 総務省資料より抜粋
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＜架空から地下への検討状況＞＜単独地中化着手箇所＞

• 台風災害等により通信サービスへの影響が繰り返し発生したため、2024年度より単独地中化に着手。
（フェリーで駆け付けをしているため、復旧に時間がかかるエリア）

＜地中化ルート＞
1.3km

※既設中継架空ルート

2025.02.25_無電柱化推進のあり方検討委員会 総務省資料より抜粋

（参考）単独地中化の実施事例②
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